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【プログラム】




明治安田こころの健康財団　子ども療育相談センター公開講座


自閉症児の将来を見据えた療育実践


－自閉症らしく生きる・働く・楽しむために－











日程�
時　　間�
テ　　ー　　マ�
�
3


月


6


日


（土）　　　　　　　　�
13:00～14:15�
これまで、そして今からの自閉症児と家族に対する療育実践�
�
�
14:30～16:00�
自閉症の青年・成人期のライフスタイルから


－良い特徴が活かされた暮らし・仕事・余暇活動とは－�
�
3


月


7


日


（日）�
９:45～12:00�
生活に機能するアカデミックについて


（１）「時間の理解と管理」


　　　　　（２）「お金の理解と管理」


　　　　　（３）「マニュアル・スケジュールの理解と管理」�
�
�
昼  食　（各自でお取りください）�
�
�
1２:50～13:50�
学齢期以降で必要なスキルの獲得について


－良い特徴が活かされるための課題設定と指導アイデア－�
�
�
14:00～15:00�
幼児期から学齢期そして青年として価値ある人生を生きる�
�
講師：明治安田こころの健康財団　子ども療育相談センター


　　　　アドバイザー　角張　憲正　　


センター長　新井　利明　　


相　談　員　　佐久間　栄一・天野　昌子・山藤　由紀・太田　智子・赤沼　未佳








　決まったことを真面目に一生懸命にやること、どのような状態でも与えられた責任を全うする、という自閉症の良い特徴が、社会で価値を認められていくためにどのような目標を設定し、教育や療育を考えていくことが必要なのでしょうか。障害特徴として示されている社会性の障害は、標準的な生活スタイルを目指すことに目標を置く普通教育にはそぐわないものですが、特異的な発達を示すスペシャリストの生き方を参照にすることで意義ある生活を考えることが可能になると考えます。成人の自閉症者のライフスタイルの中で、周囲の人から認められる自閉症らしさとはどのような状態を示すのでしょうか？　その具体例を示し、幼児期、学齢期前半の話題を加味しながら、学齢中期以降の具体的教育内容についての提言を中心に行なう予定です。一日目には、これまでの自閉症に対する療育について振り返りながら、センターが目指している療育実践の方向性についてお話しさせていただきます。効果的な療育実践を行なっていくために必要となる成人期の自閉症のライフスタイルについて、調査結果などから示されるモデルについてもご紹介させていただく予定です。二日目には、現在から将来の生活、仕事、余暇活動で機能するアカデミックの重要な内容と指導アイデアについて報告させていただきます。また、学齢中期以降の自閉症の良い特徴を研くために必要となる具体的な教材についての提案もさせていただきます。障害特徴の理解がすすみ、少しずつ教育・福祉の中で対応が行なわれることは必要なことですが、本当に必要なことは、一人ひとりの人生が豊かで、家族や周囲の人と少しの幸福感を共有していくことではないでしょうか。子どものもっている可能性を信じ、誰にも代わることのできない価値ある存在として生きていくことをサポートなさっている方々のご参加をお待ちしております。











　　　　　　　





【川崎医療福祉大学　佐々木正美】








期　日	：２０１０年3月６日（土）・７日（日）


受講対象： 保護者、家族、および関連の専門家（教育、保育、相談に関わる方）


定　員	：１0０名（定員になり次第締め切りますのでホームページ等でご確認ください）


受講料	：5,０００円（税込、昼食は各自でおとりください）


会　場	：明治安田こころの健康財団講義室　電話番号：03-3986-7021

















